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インストール

次の動画では、AXIS C6110 Network Paging ConsoleとAXIS TC6901 Gooseneck Microphoneを一緒
に設置する方法の例を示しています。

すべての設置シナリオの詳細な手順と重要な安全情報については、axis.com/products/axis-c6110/
supportでインストールガイドを参照してください。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

AXIS C6110 Network Paging Console

https://www.axis.com/products/axis-c6110/support#support-resources
https://www.axis.com/products/axis-c6110/support#support-resources
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使用に当たって

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブブララウウザザーーササポポーートト

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。
この装置のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上でこの装置を見つけてください。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウ
ントを作成する必要があります。管理者アカウントを作成する, on page 4を参照してくだ
さい。

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースでの全機能と設定に関する説明については、AXIS
OS Webインターフェースヘルプを参照してください。

管理者アカウントを作成する

装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。
2. パスワードを入力します。安全なパスワード, on page 5を参照してください。
3. パスワードを再入力します。
4. 使用許諾契約書に同意します。
5. [AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場
合は、装置をリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on page 23を参
照してください。

AXIS C6110 Network Paging Console

https://www.axis.com/support
https://help.axis.com/access-your-device
https://help.axis.com/access-your-device
https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help
https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help
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安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

デバイスのソフトウェアが改ざんされていないことを確認する

装置に元のAXIS OSが搭載されていることを確認するか、またはセキュリティ攻撃が行われた後に
装置を完全に制御するには、以下の手順に従います。
1. 工場出荷時の設定にリセットします。工場出荷時の設定にリセットする, on page 23を参照
してください。
リセットを行うと、セキュアブートによって装置の状態が保証されます。

2. デバイスを設定し、インストールします。

AXIS C6110 Network Paging Console
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デバイスを構成する

ダイレクトSIP (P2P) を設定する

同じIPネットワーク内の少数のユーザーエージェント間で通信が行われ、PBXサーバーが提供する
追加機能が必要ない場合は、ピアツーピアを使用します。

設定オプションの詳細については、SIPを参照してください。

1. [SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP sseettttiinnggss ((SSIIPP設設定定))] に移動し、[EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効
化化))] を選択します。

2. デバイスでの着信呼び出しの受信を許可するには、[AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出しし
をを許許可可))] を選択します。

3. [CCaallll hhaannddlliinngg ((呼呼びび出出ししのの処処理理))] で、呼び出しのタイムアウトと継続時間を設定します。
4. [PPoorrttss ((ポポーートト))] で、ポート番号を入力します。
– SSIIPP ppoorrtt ((SSIIPPポポーートト)) - SIP通信に使用するネットワークポートです。このポートを経

由する信号トラフィックは暗号化されません。デフォルトポート番号は5060です。
必要に応じて異なるポート番号を入力します。

– TTLLSS ppoorrtt ((TTLLSS ポポーートト)) - 暗号化されたSIP通信に使用するネットワークポートです。
このポートを経由する信号トラフィックは、Transport Layer Security (TLS) を使用し
て暗号化されます。デフォルトポート番号は5061です。必要に応じて異なるポート
番号を入力します。

– [RRTTPP ssttaarrtt ppoorrtt ((RRTTPP開開始始ポポーートト))] - SIP呼び出しの最初のRTPメディアストリームで
使用するポートを入力します。メディア転送のデフォルトの開始ポートは4000で
す。ファイアウォールによっては、特定のポート番号のRTPトラフィックをブロック
する場合があります。ポート番号は1024～65535の間で指定する必要があります。

5. [NNAATT ttrraavveerrssaall ((NNAATTトトララババーーササルル))] で、NATトラバーサル用に有効にするプロトコルを選
択します。

注
NATトラバーサルは、デバイスがNATルーターまたはファイアウォール経由でネットワークに
接続している場合に使用します。詳細については、NATトラバーサルを参照してください。
6. [AAuuddiioo ((音音声声))] で望ましい音声品質で、SIP呼び出しの音声コーデックを1つ以上選択しま
す。ドラッグアンドドロップして、優先順位を変更します。

7. [AAddddiittiioonnaall ((追追加加))] で、追加のオプションを選択します。
– UUDDPP--ttoo--TTCCPP sswwiittcchhiinngg ((UUDDPP かかららTTCCPPへへのの切切りり替替ええ)) - 通話でトランスポートプロ

トコルをUDP (User Datagram Protocol) からTCP (Transmission Control Protocol) に
一時的に切り替えることを許可するかどうかを選択します。切り替えるのはフラグ
メンテーションを避けるためであり、要求が200バイト以内または1300バイト以上
の最大転送ユニット (MTU) の場合に実行されます。

– AAllllooww vviiaa rreewwrriittee ((経経由由ののリリラライイトトをを許許可可)) - ルーターのパブリックIPアドレスでは
なく、ローカルIPアドレスを送信する場合に選択します。

– AAllllooww ccoonnttaacctt rreewwrriittee ((連連絡絡先先書書きき換換ええのの許許可可)) - ルーターのパブリックIPアドレス
ではなく、ローカルIPアドレスを送信する場合に選択します。

– RReeggiisstteerr wwiitthh sseerrvveerr eevveerryy ((ササーーババーーへへのの登登録録をを毎毎回回行行うう)) - 既存のSIPアカウント
で、デバイスをSIPサーバーに登録する頻度を設定します。

– DDTTMMFF ppaayyllooaadd ttyyppee ((DDTTMMFFのの積積載載タタイイププ)) - DTMFのデフォルトの積載タイプを変更
します。

8. [保保存存] をクリックします。

AXIS C6110 Network Paging Console
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サーバーを介してSIPを設定する (PBX)

ユーザーエージェントどうしがIPネットワーク内外で通信する場合は、PBXサーバーを使用しま
す。PBXプロバイダーによっては、設定に機能が追加される場合があります。

設定オプションの詳細については、SIPを参照してください。

1. PBXプロバイダーから以下の情報を入手してください。
– ユーザーID
– ドメイン
– パスワード
– 認証ID
– 呼び出し側ID
– レジストラ
– RTP開始ポート
2. 新しいアカウントを追加するには、[SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [SSIIPP] > [SSIIPP aaccccoouunnttss ((SSIIPPアアカカ
ウウンントト))] に移動し、[++ AAccccoouunntt ((++ アアカカウウンントト))] をクリックします。

3. PBXプロバイダーから受け取った詳細情報を入力します。
4. [RReeggiisstteerreedd ((登登録録済済みみ))] を選択します。
5. Transport mode (伝送モード)を選択します。
6. [保保存存] をクリックします。
7. ピアツーピアの場合と同じ方法でSIPを設定します。詳細については、ダイレクトSIP (P2P)
を設定する, on page 6 を参照してください。

連絡先と送信先装置の追加

連絡先を追加するには、WebブラウザーでページングコンソールのIPアドレスを入力して、webイ
ンターフェースを開きます。

注
AXIS C6110 Network Paging Consoleのディスプレイの連絡先リストには、「contacts (連絡
先)」タイプの送信先のみが表示されます。
「device (装置)」タイプの送信先は連絡先リストに表示されませんが、ディスプレイのボタン
を設定して装置を直接、対象にすることができます。

注
送信先グループに使用できるのはVAPIX装置のみです。

個々の装置を送信先として追加する：
1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))] > [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] > [DDeevviicceess ((装装置置))] に移動します。
2. [++ AAdddd ddeevviiccee ((装装置置をを追追加加))] をクリックします。
3. 詳細を入力し、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。
ププロロトトココルルのオプションについては、を参照してください。

個人を送信先として追加する：
1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))] > [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] > [CCoonnttaaccttss ((連連絡絡先先))] に移動します。
2. [AAdddd ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先をを追追加加))] をクリックします。
3. 詳細を入力し、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。
ププロロトトココルルのオプションについては、を参照してください。

VAPIX送信先のグループを作成する:
1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))] > [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] > [GGrroouuppss ((ググルルーーププ))] に移動します。
2. [AAdddd ggrroouupp ((ググルルーーププをを追追加加))] をクリックします。

AXIS C6110 Network Paging Console
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3. 詳細を入力し、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。

ボタン、フォルダー、ページの設定

ボタンとフォルダーを設定するには、WebブラウザーでページングコンソールのIPアドレスを入力
して、webインターフェースを開きます。

新しいボタンまたはフォルダーを作成する:
1. ボタンまたはフォルダーを追加する場所に移動します。
これは [HHoommee ((ホホーームム))] ビューまたはフォルダー内のいずれかになります。

2. 白色のボタンをクリックします。
白色は、ボタンがまだ設定されていないことを示します。

3. アクションを作成するかフォルダーを作成するかを選択します。

注
フォルダー構造の深い階層にビューがある場合は、[HHoommee ((ホホーームム))] ボタンを追加してホーム
ビューに簡単に戻れるようにすることをお勧めします。
4. 詳細を入力し、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。

既存のボタンまたはフォルダーを編集または削除する:

• をクリックし、[EEddiitt ((編編集集))] または [DDeelleettee ((削削除除))] を選択します。
ホームビューのタイトルを変更する:

1. ホームビューのタイトルの横にある をクリックします。
2. [[RReennaammee ttiittllee ((タタイイトトルル名名のの変変更更))]] を選択します。
3. 新しいタイトルを入力し、[[SSaavvee ((保保存存))]] をクリックします。

新しいページを追加する:

• [AAdddd ppaaggee ((ペペーージジをを追追加加))] をクリックします。
これにより、同じ場所 ([HHoommee ((ホホーームム))] ビューまたは現在のフォルダー内) にページが追
加されます。

注
多くのページを作成する場合は、[HHoommee ((ホホーームム))] ボタンを追加してホームビューに簡単に戻
れるようにすることをお勧めします。
フォルダーごとに最大10ページまで追加できます。

双双方方向向VVAAPPIIXXペペーージジンンググ用用ボボタタンンのの設設定定

1. VAPIX送信先の作成:
1.1. [[CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))]] >> [[RReecciippiieennttss ((送送信信先先))]] に移動します。
1.2. デバイスを追加する場合は、[[DDeevviicceess ((デデババイイスス))]] に移動します。

連絡先を追加する場合は、[[CCoonnttaaccttss ((連連絡絡先先))]] に移動します。
1.3. [[++ AAdddd ddeevviiccee ((デデババイイススのの追追加加))]] または [[++ AAdddd ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先のの追追加加))]] をク

リックします。
1.4. 送信先に名前を付けます。
1.5. [[PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))]] で [[VVAAPPIIXX]] を選択します。
1.6. 送信先のIPアドレスを入力します。
1.7. 送信先のユーザー名とパスワードを入力します。
1.8. [保保存存] をクリックします。

2. 双方向アクションを作成する:

AXIS C6110 Network Paging Console
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2.1. [[DDiissppllaayy ((デディィススププレレイイ))]] >> [[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] >> [[AAccttiioonnss ((アアククシショョンン))]] に移
動します。

2.2. [[++ AAdddd aaccttiioonn ((アアククシショョンンのの追追加加))]] をクリックします。
2.3. [[AAccttiioonn ((アアククシショョンン))]] で [[TTwwoo--wwaayy ((双双方方向向))]] を選択します。
2.4. [[CCoonnttaacctt ((連連絡絡先先))]] でVAPIX送信先を選択します。
2.5. [保保存存] をクリックします。

3. ボタンを設定する:
3.1. [[DDiissppllaayy ((デディィススププレレイイ))]] >> [[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] >> [[BBuuttttoonnss ((ボボタタンン))]] に移動し

ます。
3.2. 利用可能なボタンをクリックします。
3.3. [[SSeelleecctt bbuuttttoonn ttyyppee ((ボボタタンンタタイイププのの選選択択))]] で [[AAccttiioonn ((アアククシショョンン))]] を選択しま

す。
3.4. [[SSeelleecctt aann aaccttiioonn ttoo bbee ttrriiggggeerreedd bbyy bbuuttttoonn ((ボボタタンンででトトリリガガーーすするるアアククシショョンンをを

選選択択))]] で [[UUssee aann eexxiissttiinngg aaccttiioonn ((既既存存ののアアククシショョンンをを使使用用))]] を選択します。
3.5. リスト内の双方向アクションの行をクリックします。
3.6. [保保存存] をクリックします。

AXIS C6110 Paging Consoleで設定されたボタンを押すと、双方向VAPIXで送信先が呼び出されま
す。

送信先デバイスが有効になっている必要があります。送信先デバイスのエコーキャンセレーショ
ンを有効にして、双方向通話の品質を向上させます。を参照してください。

AAXXIISS AAuuddiioo MMaannaaggeerr EEddggeeをを使使用用ししてて、、一一方方向向ペペーージジンンググ用用ののボボタタンンをを設設定定ししまますす。。

AAM Edgeを使用して、1つまたは複数の物理ゾーンをページングするようにC6110のボタンを設
定できます。

1. AXIS Audio Manager Edgeを起動します。

2. ページング送信先を作成します。
3. Webインターフェースを開きます。
4. 一方向に設定する
5. 希望のゾーンを割り当てる
6. 送信先を開いて選択された中継デバイスを確認する
7. 中継デバイスのIPアドレスをコピーします。
8. C6110のWebインターフェイスに戻ります。
9. [[CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))]] >> [[RReecciippiieennttss ((送送信信先先))]] >> [[DDeevviicceess ((デデババイイスス))]] に移動し、[[++
AAdddd ddeevviiccee ((デデババイイススをを追追加加))]] をクリックします。

10. [Contact (連絡先)] に名前を付け、プロトコルにSIPを選択し、[SIP Address (SIPアドレス)] の
フィールドにIPアドレスを入力し、C6110のピアツーピアアカウントを選択します。

11. [Display (ディスプレイ)] -> [Configuration (設定)] に移動し、新しいボタンを追加します。
12. [Create new action (新しいアクションを作成)] -> [Action (アクション)]:One way, Contact
(一方向、連絡先):上記のステップで作成した連絡先。ボタンを保存します。

表示設定の変更

表示設定を変更するには、WebブラウザーでページングコンソールのIPアドレスを入力して、web
インターフェースを開きます。

AXIS C6110 Network Paging Console
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• 輝度、タイマー、人感検知を調整するには、[DDiissppllaayy sseettttiinnggss ((表表示示設設定定))] > [DDiissppllaayy ((表表
示示))] に移動します。

• ページングコンソールの表示言語と時刻設定を調整するには、[DDiissppllaayy ((表表示示))] >
[LLooccaalliizzaattiioonn ((ロローーカカリリゼゼーーシショョンン))] に移動します。

使用できる個々のオプションの詳細については、を参照してください。

イベントのルールを設定する

特定のイベントが発生したときにデバイスにアクションを実行させるように、ルールを作成する
ことができます。ルールは条件とアクションで構成されます。条件を使用して、アクションをト
リガーすることができます。たとえば、デバイスはスケジュールに従って、または呼び出しを受
信したときに音声クリップを再生したり、デバイスのIPアドレスが変更されたときに電子メールを
送信したりすることができます。

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

AXIS C6110 Network Paging Console
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呼び出しの発信と受信

呼び出しの発信

1. ディスプレイで連絡先があるページに移動します。
連絡先は で示されています。

2. 呼び出しを発信するには、連絡先のボタンを押します。
3. マイクロフォンをミュートまたはミュート解除するには、[MMuuttee ((ミミュューートト))] または
[UUnnmmuuttee ((ミミュューートト解解除除))] ボタンを押します。

4. スピーカーの音量レベルを調整するには、ページングコンソールの左側にある音量ボタン
を押します。

5. 呼び出しを終了するには、[HHaanngg uupp ((切切断断))] ボタンを押します。

呼び出しの受信

呼び出しを受信すると、ディスプレイに「IInnccoommiinngg ccaallll ((着着信信呼呼びび出出しし))」と表示され、着信音が
鳴ります。

1. 呼び出しに応答するには、[AAnnsswweerr ((応応答答))] ボタンを押します。
2. 呼び出しを終了または拒否するには、[HHaanngg uupp ((切切断断))] ボタンを押します。

不在着信呼び出しがあった場合、ディスプレイの右上隅に が表示されます。誰から呼び出しが
あったかを確認するには、[CCaallll hhiissttoorryy ((呼呼びび出出しし履履歴歴))] ボタンを押します。

AXIS C6110 Network Paging Console
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メッセージのページング

一方向ライブ呼びかけをページングするには:

1. ディスプレイで対象があるページに移動します。
対象は個人、装置、またはグループのいずれかです。対象は で示されています。

2. 対象のボタンを押します。
3. 対象に事前アナウンスメッセージが設定されている場合は、そのメッセージが再生される
のを待ちます。

4. Push-To-Talkボタンを押したまま、メッセージを話します。
5. 終了したら、[CCaanncceell ((キキャャンンセセルル))] を押します。

AXIS C6110 Network Paging Console
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ビデオの受信

AXIS C6110のディスプレイで、ビデオを受信・表示することができます。

AXIS C6110が、インターコムなどのビデオストリームを送信するデバイスと通信している場合、
そのビデオストリームが以下の要件を満たしていれば、そのビデオストリームが自動的に
AXIS C6110のディスプレイに表示されます。

• 解像度: 最大1080p
• 対応形式: H.264、VP8、VP9
• 受信するビデオには、ビデオだけでなく音声も含まれている必要があります

AXIS C6110を設定して、特定の連絡先やデバイスから通話を発信したり、受信したりした際に、
特定のソースからのビデオストリームを起動させることができます。

1. [[RReecciippiieennttss ((送送信信先先))]] > [[DDeevviicceess ((デデババイイスス))]] または [[CCoonnttaaccttss ((連連絡絡先先))]] に移動します。
2. 新規の連絡先やデバイスを追加するか、既存の連絡先やデバイスを編集します。
3. [[EExxtteerrnnaall vviiddeeoo ssoouurrccee ((外外部部ビビデデオオソソーースス))]] で、[[UUssee eexxtteerrnnaall vviiddeeoo ssoouurrccee ((外外部部ビビデデ
オオソソーーススをを使使用用すするる))]]を選択します。

4. UURRIIにビデオソースのアドレスを入力します。
5. ストリームのユーザー名およびパスワードを入力します。
6. セキュリティを強化したい場合は、[[VVaalliiddaattee sseerrvveerr cceerrttiiffiiccaattee ((ササーーババーー証証明明書書のの検検証証))]]
を選択します。

発信時に音声のみを受信し、ビデオは受信しない場合は、アクションを作成する必要がありま
す。

1. [CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))] に移動します。
2. ボタンをクリックし、[[CCrreeaattee aanndd aassssiiggnn aaccttiioonn ((アアククシショョンンのの作作成成・・割割りり当当てて))]] を選択
します。

3. [[OOnnee--wwaayy ((単単方方向向))]] または [[TTwwoo--wwaayy ((双双方方向向))]] を選択します。
4. アクションの詳細を入力します。
5. [[EExxcclluuddee vviiddeeoo ((ビビデデオオをを除除外外すするる))]] を選択します。
6. [保保存存] をクリックします。

AXIS C6110 Network Paging Console
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アナウンスの再生

事前録画された音声ファイルを再生する:

1. ディスプレイでアナウンスがあるページに移動します。
アナウンスは で示されています。

2. アナウンスのボタンを押します。

AXIS C6110 Network Paging Console
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外部機器の接続

AXIS TC6901 Gooseneck Microphoneの使用

AXIS TC6901 Gooseneck Microphoneは別売りのアクセサリーです。

取り付け手順については、AXIS TC6901 Gooseneck Microphoneのインストールガイドを参照して
ください。

1 AXIS TC6901 Gooseneck Microphone

グースネックマイクを使用するには:

1. WebブラウザーでページングコンソールのIPアドレスを入力して、webインターフェースを
開きます。

2. [DDeevviiccee sseettttiinnggss ((装装置置設設定定))] に移動します。

3. [IInnppuutt ttyyppee ((入入力力タタイイププ))] を [BBaallaanncceedd mmiiccrroopphhoonnee ((ババラランンスス型型ママイイクク))] に設定しま
す。

ヘッドセットの使用

AXIS C6110 Network Paging Consoleの側面にある3.5 mm音声コネクターにヘッドセットを接続で
きます。

音量ボタンを使用してヘッドセットの音量を調整できます。

マイクロフォンのないヘッドフォンを接続した場合、内蔵マイクはアクティブのままです。

AXIS C6110 Network Paging Console
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詳細情報

セッション開始プロトコル (SIP)

セッション開始プロトコル (SIP) を使用して、VoIP呼び出しを設定、維持、および終了します。2つ
以上のグループ (SIPユーザーエージェント) の間で呼び出しを行うことができます。SIP呼び出し
は、SIP電話、ソフトフォン、SIP対応Axisデバイスなどを使用して行うことができます。

実際の音声またはビデオは、RTP (Real-time Transport Protocol) などのトランスポートプロトコル
を使用して、SIPユーザーエージェントの間で交換されます。

ピアツーピア設定を使用するか、PBXを使用したネットワークを通じて、ローカルネットワークで
呼び出しを行うことができます。

ピアツーピアSIP (P2PSIP)

最も基本的なタイプのSIP通信は、2つ以上のSIPユーザーエージェントの間で直接行われます。こ
れは、ピアツーピアSIP (P2PSIP) と呼ばれます。ローカルネットワーク上で行われる場合、必要な
のはユーザーエージェントのSIPアドレスだけです。この場合、通常のSIPアドレスはsip:
<local-ip>です。

例:

ピアツーピアSIP設定を使用して、同じネットワーク上の音声デバイスを呼び出すように、SIP対応
電話を設定することができます。

構内交換機 (PBX)

ローカルIPネットワークの外部でSIP呼び出しを行うときは、構内交換機 (PBX) をセンターハブとし
て機能させることができます。PBXの主要コンポーネントはSIPサーバーです。これは、SIPプロキ
シーまたはレジストラとも呼ばれます。PBXは従来の電話交換台のように動作します。クライアン
トの現在の状態を表示し、呼転送、ボイスメール、リダイレクトなどを行うことができます。

PBX SIPサーバーは、ローカルエンティティまたはオフサイトとして設定することができます。イ
ントラネットまたはサードパーティのプロバイダーによってホストすることができます。ネット
ワーク間でSIP呼び出しを行うと、呼び出しは一連のPBXによって到達先のSIPアドレスの場所を照
会し、ルーティングされます。

各SIPユーザーエージェントは、PBXに登録することで、正しい内線番号をダイヤすると該当の
エージェントに到達できるようになります。この場合、通常のSIPアドレスはsip:
<user>@<domain>またはsip:<user>@<registrar-ip>です。SIPアドレスはそのIPアドレス
とは無関係であり、PBXはデバイスがPBXに登録されている間は、そのデバイスをアクセス可能に
します。

例:

SIP

sip:192.168.1.101 sip:192.168.1.100

AXIS C6110 Network Paging Console
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NATトラバーサル

NAT (ネットワークアドレス変換) トラバーサルは、プライベートネットワーク (LAN) 上にあるAxis
デバイスに、そのネットワークの外部からアクセスできるようにする場合に使用します。

注
ルーターが、NATトラバーサルとUPnP®に対応している必要があります。

NATトラバーサルプロトコルは個別に使用することも、ネットワーク環境に応じたさまざまな組み
合わせで使用することもできます。

• IICCEE - ICE (双方向接続性確立) プロトコルを使用することで、ピアデバイス間の通信を成功さ
せるために最も効率のよいパスを見つけやすくなります。STUNやTURNも有効にすると、
さらにICEプロトコルで見つけやすくなります。

• SSTTUUNN - STUN (NATのためのセッショントラバーサルユーティリティ) は、Axisデバイスが
NATまたはファイアウォールを経由して配置されているかどうかを特定し、経由している
場合に、リモートホストへの接続のために割り当てるマッピングされたパブリックIPアドレ
スとポート番号を取得できるようにする、クライアント/サーバーネットワークプロトコル
です。IPアドレスなどのSTUNサーバーアドレスを入力します。

• TTUURRNN - TURN (NATに関するリレーを使用したトラバーサル) は、NATルーターまたはファイ
アウォールを経由するデバイスが、TCPやUDPを介して他のホストから着信データを受信で
きるようにするプロトコルです。TURNサーバーアドレスとログイン情報を入力します。

SIP SIP

SIP

sip:myspeaker@company.com

       PBX
sip.company.com

sip:office@company.com

sip:myspeaker@company.com

AXIS C6110 Network Paging Console
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OSウェブインターフェースのヘルプを参照してください。

AXIS C6110 Network Paging Console
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仕様

製品概要

1 セキュリティスロット
2 ヘッドセットコネクター (3.5 mm音声コネクター)
音声コネクター, on page 20を参照してください
3 音量ボタン
4 PPT (Push-To-Talk) ボタン
5 ソフトキー
6 SDカードスロット, on page 20
7 USBコネクター (使用しません)
8 I/Oコネクター, on page 21
9 ネットワークコネクター, on page 20 (PoE)
10 ステータスLED
11 コントロールボタン, on page 20
12 内蔵ビームフォーミングマイクロフォン
13 7インチカラーディスプレイ
14 光/人感センサー
15 スピーカー
16 マイクロフォンステータスLED
17 グースネックマイクロフォン用XLRコネクター
コネクターはカバーの下にあり、グースネックマイクを接続する場合はカ
バーを交換します。詳細については、XLRコネクター, on page 21を参照して
ください

LEDインジケーター

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

消灯 正常動作の場合消灯します。

緑 起動完了後、通常の操作では10秒間点灯しま
す。

オレンジ 起動時に点灯し、装置のソフトウェアのアップ
グレード中、または工場出荷時の設定にリセッ
ト中に点滅します。

オレンジ/赤 ネットワーク接続が利用できないか、失われた
場合は点滅します。

AXIS C6110 Network Paging Console
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赤 アップグレードに失敗すると、ゆっくり点滅し
ます。

赤/緑 [[LLooccaattee ddeevviiccee ((装装置置のの発発見見))]]が選択されると
速く点滅します。

SDカードスロット

注意
• SDカード損傷の危険があります。SDカードの挿入と取り外しの際には、鋭利な工具や金属
性の物を使用したり、過剰な力をかけたりしないでください。カードの挿入や取り外しは
指で行ってください。

• データ損失や録画データ破損の危険があります。SDカードを取り外す前に、装置のwebイ
ンターフェースからマウント解除してください。本製品の稼働中はSDカードを取り外さな
いでください。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

SD、SDHC、およびSDXCロゴはSD-3C LLCの商標です。SD、SDHCおよびSDXCは、ア
メリカ、その他の国または両方において、SD-3C, LLCの商標または登録商標です。

ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。
• スピーカーテストのキャリブレーションを行う。コントロールボタンを押して離すと、テ
ストトーンが再生されます。

• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 23を
参照してください。

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

注意
本装置は、シールドネットワークケーブル (STP) を使用して接続してください。本装置は、用
途に合ったケーブルを使用してネットワークに接続してください。ネットワーク装置がメー
カーの指示どおりに設置されていることを確認します。法的要件については、Axisのホーム
ページwww.axis.comでインストールガイドを参照してください。

音音声声ココネネククタターー

ヘッドセット (4極TRRS) またはヘッドフォン (3極TRS) 用の3.5 mm入出力コネクター。

ヘヘッッドドセセッットト用用のの音音声声入入出出力力 ((標標準準))

11 チチッッププ 22 リリンンググ 33 リリンンググ 44 スス
リリーーブブ

チャンネル1、アンバランス
型ライン、モノラル

チャンネル1、アンバラン
ス型ライン、モノラル

アース マイク

AXIS C6110 Network Paging Console
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バランス型ライン、「ホッ
ト」信号

バランス型ライン、
「コールド」信号

アース マイク

アンバランス型ステレオラ
イン、「左」

アンバランス型ステレオ
ライン、「右」

アース マイク

チャンネル1、アンバランス
型ライン

チャンネル2、アンバラン
ス型ライン

アース マイク

XXLLRRココネネククタターー

詳細については、AXIS TC6901 Gooseneck Microphoneの使用, on page 15を参照してください

ピピンン 1 2 3

機機能能 アース バランス型マイクロフォンホット
(+) 入力

バランス型マイクロフォンコール
ド (-) 入力

II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。

デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

6ピンターミナルブロック

機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 V DC

DC出力 2 補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用でき
ます。

12 V DC
最大負荷= 25mA

デジタルI/O 3 動作させるにはピン1に接続し、動作させな
い場合はフロート状態 (未接続) のままにしま
す。

0～最大30 V DC

デジタルI/O 4 アクティブ時はピン1 (DCアース) に内部で接
続し、非アクティブ時はフロート状態 (未接
続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護する

0～30 V DC (最大)、オープ
ンドレイン、100 mA

AXIS C6110 Network Paging Console
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ために、負荷と並列にダイオードを接続しま
す。

RS485 5 RS485: A+

RS485 6 RS485: B+

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大50 mA
3 デジタルI/O
4 デジタルI/O
5 設定可能I/O (RS485)
6 設定可能I/O (RS485)

AXIS C6110 Network Paging Console
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

1. 本製品の電源を切ります。
2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。製品概要, on page 19を参照して
ください。

3. ステータスLEDが再び黄色に変わるまで、コントロールボタンを押し続けます (10秒間)。
4. コントロールボタンを放します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わりま
す。ネットワーク上にDHCPサーバーがない場合、装置のIPアドレスのデフォルトは次のい
ずれかになります。
– AAXXIISS OOSS 1122..00以以降降のの装装置置:: リンクローカルアドレスサブネット（169.254.0.0/16）か

ら取得
– AAXXIISS OOSS 1111..1111以以前前のの装装置置:: 192.168.0.90/24

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワー
ドの設定、製品へのアクセスを行います。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともでき
ます。[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt
((デデフフォォルルトト))] をクリックします。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。

AXIS C6110 Network Paging Console
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サイバーセキュリティ

サイバーセキュリティは、リスクを最小限に抑えながら、健全な製品ライフサイクルを支援しま
す。当社のサイバーセキュリティへの取り組みに関する詳細や文書は、axis.com/about-axis/
cybersecurityで確認できます。以下のサイバーセキュリティガイドラインに従って、Axisから製品
に関するセキュリティ通知を受け取り、安全なライフサイクルと利用停止を確保するために製品
を設定してください。

Axis Trust Centerでは、Axisが実施するセキュリティコンプライアンス、透明性、データ保護、お
よびプライバシーについての情報をご覧いただけます。

脆弱性の管理

Axisは、共通脆弱性識別子 (CVE) 採番機関 (CNA)です。当社は、セキュリティリスクを最小限に抑
えるため、当社のデバイス、ソフトウェア、およびサービスの脆弱性の特定と修正において業界
標準に従って対応しています。当社の脆弱性管理ポリシーに関する詳細や、脆弱性の報告につい
ては、axis.com/vulnerability-managementを参照してください。

セキュリティ通知

axis.com/security-notification-serviceでAxisのセキュリティ通知メールを受け取る用に設定してく
ださい。お使いのAxis製品に関する脆弱性、関連するセキュリティアドバイザリー、およびその他
のセキュリティ関連事項に関する情報を送信いたします。

安全な製品ライフサイクル管理

Axisは、安全なライフサイクル管理を通じて、製品のライフサイクル全体でリスクを最小限に抑え
ています。help.axis.comに掲載されているハードニングガイドには、Axis製品のより安全な設定と
操作に関する情報、および以下の情報が含まれています。

安安全全なな初初回回使使用用 -- Axis製品は、高度な保護機能がデフォルトで組み込まれているため、初回使用時
から安全な初期化と暗号化された通信が可能です。

使使用用目目的的ととよよくくああるる設設定定ミミスス -- 当社のガイドには、Axis製品の使用目的について記載されていま
す。これには、避けるべきよくあるセキュリティ関連の誤った使用や設定ミスについても含まれ
ています。

脆脆弱弱性性のの管管理理ととササププラライイチチェェーーンンのの透透明明性性 -- 脆弱性の開示およびサプライチェーンの透明性向上
を目的として、ソフトウェアのリリースごとに、axis.comでソフトウェア部品表 (SBOM) を公開し
ています。

利利用用停停止止ととデデーータタのの安安全全なな消消去去 -- 製品のライフサイクル終了時に安全に利用を停止するために、
工場出荷時の設定にリセットしてください。これにより、設定、保存されたデータ、およびセン
シティブな情報が消去されます。

AXIS C6110 Network Paging Console
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